
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
進
め
る
規
制
官
庁
、

環
境
省
の
危
な
い
役
回
り
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殿
様
申
関
脇
発
事
故
汚
染
土
杉
本
裕
明
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「
究
極
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
え
よ
う
か
。

東
京
電
力
福
島
第
二
期
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
汚
染
土
（
除
染
後

の
土
）
を
、
貯
蔵
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
か
ら
持

ち
出
し
、
公
共
事
業
に
使
う
計
画
を
環
境
省
が

進
め
て
い
る
。
二

O
一
六
年
六
月
、
環
境
省
は

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の
基
準
を
最
終
処
分

場
の
埋
立
基
準
と
同
じ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

八
0
0
0ベ
ク
レ
ル
以
下
と
決
め
た
。
汚
染
土

は
防
潮
堤
や
道
路
の
盛
土
材
な
ど
に
使
う
と
し
、

近
く
福
島
県
南
相
馬
市
で
実
証
実
験
を
始
め
る
。

将
来
的
に
は
全
国
の
公
共
事
業
で
使
い
た
い
と

い
う
が
、
汚
染
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
の
批
判

が
起
き
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
背
景
に
は
、
中
間
貯
蔵
施
設

の
建
設
計
踊
が
思
っ
た
よ
う
に
進
ま
ず
、
窃
島

県
に
約
束
し
た
一
ニ

O
年
後
の
県
外
撤
去
を
見
越

し
、
少
し
で
も
貯
蔵
量
を
減
ら
し
た
い
と
の
狙

い
が
あ
る
よ
う
だ
。

中
間
貯
蔵
事
誌
は
福
島
第
－
原
発
に
近
い
大

畦
会
彰
よ
年

p
t
e－－；長
ER－－
eEEBEBitt札

福
島
県
内
で
国
や
賢
治
体
が
行
っ
た
除
染
に

よ
っ
て
発
生
し
た
汚
染
土
は
、
仮
置
き
場
で
い

っ
た
ん
保
管
さ
れ
て
い
る
。
中
間
貯
蔵
施
設
の

建
設
計
画
の
遅
れ
で
大
量
輸
送
で
き
ず
、
題
阻

き
場
の
地
権
者
と
交
わ
し
た
三
年
契
約
が
終
了

し
、
新
た
な
仮
置
き
場
の
確
保
が
必
要
に
な
る

な
ど
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。

環
境
省
は
、
廃
粂
物
の
適
正
処
理
や
土
壌
汚

染
防
止
で
事
業
者
を
規
制
す
る
つ
規
制
者
」
の

顔
を
持
つ
が
、
他
方
、
除
染
を
行
い
、
大
量
の
汚

染
土
を
監
蔵
す
る
「
事
業
者
L

の
顔
も
持
つ
。

汚
染
土
を
減
ら
す
リ
サ
イ
ク
ル
は
状
況
を
打
開

す
る
有
力
な
方
策
の
一
つ
と
い
う
が
、
事
業
を

優
先
す
る
あ
ま
り
規
制
が
疎
か
に
な
ら
な
い
か
。

「三

0
0
0ベ
ク
レ
ル
以
下
で

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

187ールポ 原発窃故汚染土

福
島
県
南
相
馬
市
の
桜
井
勝
延
市
長
が
、
東

京
・
霞
が
関
に
あ
る
環
境
省
の
事
務
次
官
室
を

訪
ね
た
の
は
一
六
年
六
月
八
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

市
長
は
ほ
ぼ
毎
月
一
回
上
京
し
、
環
境
省
は

じ
め
省
庁
や
政
治
家
に
要
望
事
項
を
伝
え
て
い

る
。
こ
の
日
は
、
前
日
の
七
日
、
環
境
省
の
検

討
会
が
除
染
で
表
土
を
は
ぎ
と
っ
た
汚
染
土
を

再
生
資
材
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
基
準
の
上

限
値
を
一
キ
ロ
当
た
り
八

0
0
0ベ
ク
レ
ル
に

決
め
た
こ
と
が
主
な
話
題
だ
っ
た
。

市
長
「
こ
れ
ま
で
三

O
O
Oベ
ク
レ
ル
以
下

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
な
ど
を
再
生
資
材
と
し
て

使
っ
て
き
た
。
住
民
に
説
明
し
、
理
解
し
て
も

ら
い
、
よ
う
や
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
八
O
O
Oベ
ク
レ
ル
の

数
値
を
決
め
ら
れ
て
は
、
と
て
も
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
L

関
荘
一
郎
次
官
「
上
限
を
八
O
O
Oベ
ク
レ

ル
と
し
ま
し
た
。
南
相
馬
市
は
従
来
通
り
で
結

構
で
す
」

市
長
寸
で
は
、
南
相
馬
市
は
三

O
O
Oベ
ク

レ
ル
以
下
で
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

次
官
「
わ
か
り
ま
し
た
」

関
次
官
は
そ
の
九
日
後
に
退
任
、
小
林
正
明

地
球
環
境
重
田
官
が
次
官
に
就
任
し
、
そ
の
件

は
新
次
官
に
間
引
き
継
が
れ
た
。

「
ど
う
し
て
国
は
被
災
者
の
気
持
ち
が
わ
か

ら
な
い
ん
だ
」
。
市
長
は
腹
を
立
て
て
い
た
。
筆

者
に
と
う
語
る
。
「
復
興
を
進
め
る
に
は
防
潮

堤
や
地
盤
の
公
共
事
業
に
土
や
資
材
が
必
要
な

ん
だ
。
だ
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
災
害
廃
棄
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す
き
も
と
・
ひ
ろ
あ
き

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
元
朝
日
新
商
記
者
．

著
魯
に
『
ル
ポ
に
っ
ぽ
ん
の

ご
み
』
（
岩
波
新
書
て
『
社
会
を

変
え
た
情
報
公
開

l
lド
キ
ュ

メ
ン
ト
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
』

（
花
伝
社
て
『
環
鏡
省
の
大
罪
』

（

P
H
P研
究
所
）
、
『
赤
い
土

（
フ
エ
ロ
シ
ル
ト
）
』
（
嵐
媒
社
〕

など
a

共
著
に
崎
元
ア
イ
ー
ゼ
ル

車
に
未
来
は
あ
る
か
排
ガ
ス

偽
装
と

P
M
Z
5の
脅
威
』
（
岩

波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
〉
な
ど
B

熊
町
と
双
葉
町
に
計
画
、
一
六
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
最
天
二
二

O
O万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
汚

染
土
と
汚
染
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
予
定
。
交
渉

の
末
、
県
と
両
町
の
了
承
を
取
り
付
け
、
一
五

年
か
ら
地
権
者
と
の
買
収
手
続
き
に
入
っ
た
が
、

約
三
塁

O
O人
の
地
権
者
の
う
ち
契
約
で
き
た

の
は
一
六
年
四
月
現
在
で
約
二
%
。
「
数
十
社

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
依
頼
し
、
月
一
一

o

i
三一
O
件
と
ベ

l
ス
を
上
げ
て
い
る
」
（
幹
部
）

と
い
う
が
、
見
通
し
は
不
透
明
だ
。

F
i
l
i
p
i－
－

t
t
E
E
E
E繁華

物
を
使
え
る
よ
う
国
に
要
請
し
、
三

O
O
Oベ

ク
レ
ル
以
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
な
ど
を
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
っ

て
使
お
う
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
住
民

と
の
信
頼
関
係
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
」

桜
井
市
長
は
岩
手
大
挙
農
学
部
を
卒
業
後
、

酪
農
に
携
わ
り
、
産
廃
処
分
場
の
建
設
計
画
へ

の
反
対
運
動
を
経
て
市
議
を
二
期
経
験
し
、
一

O
年
に
初
当
選
し
た
。

3
・
日
の
時
、
市
は
、

「
避
難
指
示
区
域
」
と
「
屋
内
退
避
区
域
L

に

指
定
さ
れ
、
風
評
被
害
で
業
者
が
物
や
燃
料
を

市
内
に
運
ぶ
の
を
拒
み
、
孤
立
示
援
と
な
っ
た
。

市
長
は
ネ
ッ
ト
や
N
H
K
で
つ
兵
糧
攻
め
に
あ

っ
て
い
る
」
と
訴
え
、
全
国
に
名
を
知
ら
れ
た
。

今
年
五
月
に
は
各
家
庭
に
「
日
本
国
憲
法
」
の

小
冊
子
を
配
っ
た
。

一
六
年
七
月
一
二
目
、
小
高
区
へ
の
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
、
約
一
万
人
が
自
由
な
居
住
が

可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
小
高
区
に
は
汚
染
土

の
仮
置
き
場
が
あ
り
、
黒
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
バ
ッ
グ
（
フ
レ
コ
ン
パ
ッ
グ
、
大
型
の
袋
状

の
包
材
）
が
大
量
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

環
境
省
は
、
汚
染
土
を
再
生
利
用
す
る
上
限

を
八

0
0
0ベ
ク
レ
ル
と
決
め
た
頃
、
小
高
区


